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動員して館を櫛築したと判断される。3～4粁間隔の館

の存在からもそれは伺えるが、彼等の村支配の強さがそ

こに表明されていると考えてよい｡村単位の館は､例えば

比内の綴子の場合、北から伸びる舌状台地に二条の空堀

を設け､西側に2段の腰郭を廻らしたもので､小規模であ

るがかなりの労働力の動員が必要であり、それが村単位

の館の一般的形態である。阿仁地方の館主や秋川郡の館

主は、比較的おそい天正年間に秋田氏に倒されたという

伝承をもつが､従来言われている大名権力の未熟さは､こ

うした面からも実証されるであろう。ところで由利諸党

の場合は､支配領域は狭まいが､領内に一村一館､且村名を

姓とした地侍の存在が余り見られない。従って狭まいな

りに領域内の統制支配は比較的進み、こうした構造が後

々まで一人前の党として存続した一因と考えることがで

きる。

（3）戦国期の館が集落を見下す高台に位置するのに対

し、古い伝承をもつ館、即ち戦国期以前につくられた施

説は川の流域に近い平野部に立地している。本堂城や押

切城.湊城.或いは平岡城のように、織豊末期になって社

交的条件から平地に移された場合は、それなりの意味が

あるが、仁賀保の侍居館・矢島の大館・築館、現由利町

の滝沢館（はじめ由利氏がいたという）は南北朝を前後

する時期のものと思われ、しかも川に近い低残丘に立地

する点で共通している。結局これは当時の武士の漫民的

・開発者的実態のあらわれであり、館は村落支配のため

の行政機能を果たすものであった事を示している。

川が北流するが、小集落立居地から川をはさんで向側に

侍居館が存立する。それから東方凡そ3.5teの所に|｣Iを

利用した仁賀保氏の本城とも言うべき山根館があり、こ

の両者を結ぶ線を底辺にして南に頂点を求めた所、即ち

山根館から2.8fern、侍居館から2.5kmの地点に栗l｣｣館が

ある。従って平野の中央部に三館が集まり、待居館から

西方に道路がぬけて金浦に達するが、それを北に見下す

高台に赤石館がある。この赤石館は赤石備中なる地待が

居城したと言われ、結局、赤石村・赤石館・村名を姓と

した地侍がまとまりをなし、仁賀保氏に従っていたと判

断される。しかしこうした例は殆んとない。また金浦に

ついては、「津軽一統志」（青森県叢書第六）に、津軽

氏が秀吉に鷹を献上した際の経過港としてあら川と共に

のっている。あら川は「仁かふ分領」と記してあるが、

芹田か平沢かは明らかでない。何れにせよ金浦は港とし

て戦国期に利用されていたことは確実であり、ここから

西に道路が通じ侍居館をへて白雪川を利用し栗Ill館につ

ながると同時に、立居地から三日市一馬場一院内一山根

館へと連絡されていたと思われる。この4館のうち山根

と赤石が戦国・織豊期に利用されていたことは間違いな

いが、待居と栗Illについては伝承の上で古くなる。即ち

栗山館は烏海弥三郎なる武士が南北朝頃居城し、その家

臣である進藤長門等か主の常満律師を倒し、彼が侍居館

に、渡部隼人が栗Lilに住したというものでやはり1羽北朝

頃としている。しかし柴山館は現地を路査する限り戦国

期のものと判断される。勿論発堀したわけでないからそ

れ以前に使用されなかったとは言えないが、単郭状の変

形した長方形をなし、その南縁沿いに低い土塁、西側に

2段の腰郭をめぐらしている。腰郭の側面に径30センチ

程度の石をはりつけて（積重ねか）崩れを防ぎ、この点

は矢島の根城節と似迦っている。主郭の南側に幅5～6

ろ仁賀保の館

戦国期の仁賀保領は現仁賀保・象潟・金浦の三町に及

ぶ。大井氏滅亡後の五人衆時代は現矢島町にも及んだが

ここでは問題としない。仁賀保領内には11カ所の

館跡を認めることができるが、うち5カ所は館と関

連する小字名から存在を推測した。地元の教委でもこれ

らには注目していないが、小規模なため破壊されたか、

消滅したものであり、やはり戦国期を中心に館として機

能していたと考えてよい。残る6カ所のうち丸Ill館は近

世になってからの施設といわれ、平沢の古館も伝承に乏

しいことから想定すると、仁賀保氏の中心的館ではなか

った。現在中世の館として地元で確認しているのはIll根

・待居・栗山・赤石の4カ所であり、うち前3者が仁賀

保町内に、赤石館が金.浦町内に含まれる。なお芹Illも諸

党格の一人芹n1氏がおり、館の存在が考えられるが未確

認なので今後の問題としたい。

まず4館の立地の状況をみると、平野部の西端を白雪 空堀
1ll」館略図
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塩谷順耳

、、深さ3～4mの空堀を設けるが、その周辺に人工を

施した形跡は確認されない。西麓に古峯・神明・稲荷等

の小社並び、主郭にいたる途中に2段の腰郭らしい階段

状の地形がある。なお山根館の麓にある-上高神社は仁賀

保氏と共に栗山館の烏海氏も崇敬したといい、その点で

Ill根・栗山は関連性をもっている。このように概観する

限り柴ll｣館も山根館同様、また県内各地域に多く見られ

る館同様、戦国期に利用されたものと考えてよい。唯戦

国期の館主が伝承としても、記録にも残っていないのは

他の条件から考慮すべきものであろう。

侍居館はその点で他の三館と異なる。先ずIll城でなく

水田面からの高さ4～5m,の残丘に位置する。従って山

を利用した他の城と機能的に異なり軍事上の要素は余り

加味されていない。それをとりまく関連の小字名を拾う

と、館居・門田がすぐ南に接し、西方l～1.5fenの丘陵

に西・上・中・下の物見Illがあるほか、栗山館との中間

水|]|中の中野集落に堀ノ内・大日堂・古屋敷．四日市の

小字名が残っている。この付近の水Illは基盤目条に整地

されているだけ､でなく、基盤目状に小字名がついている

が、普通に考えた場合、堀ノ内は｢I>世前期武士の居住し

た屋敷であり、門山は地頭等の直轄地となろう。そのう

え交通の便よく白雪川のほとりに存立し、西の山道をこ

待居館・栗山館の周辺（ゴジック体は小字名）
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由利地方の館

えると金浦に出ることもできる。そして三日｢|丁・四日市

の市場もあったとすれば、少なくとも鎌倉期から武士が

定着し開発の拠点とした所と考えてよい。結局侍居館は、

当時そのように呼んだかどうかは不明であるが、鎌倉期

以来の武士館と判断される。その点では栗Ill・山根以上

に古く、当地方に定着した武士の雌初の拠点であろう。

勿論それは平野部東側の集落伊勢居地をも含めてである。

立居地・伊勢居地ともに語尾が共迦しており堀ノ内に隣

接していることから、立居地の成立した時点、即ち鎌倉

期には既に伊勢居地も形成されていたと思われる。さす

れば栗山館の存立も侍居館と同様に考えられるが、遺構

から判断すると戦国期と同時点であり、むしろ麓の古峯

神社から延命地蔵等の付近に鎌倉期の施設があったのか

も知れない。結局堀ノ内の地頭屋敵を<¥'心にその周辺に

物見を含む一族等の居｛1地＝居地＝や、神・寺川、門田

・市場等のまとまった環境のあったことが予澗'Iされ、そ

の一角が侍居館として今日まで伝えられているものであ

ろう。なお侍居館は現在、中心に稲荷社があるはか、館

居の西側と館の西・北を小川がめぐり、東側を白雪川

が流れ恰好の立地をなしている。しかし百月木集落が

形成され、当時の実態は定かでない。但し鮒居と門、

が直線状の堰で区画され、西方の1ll地とも小道で区切り

後田・濁田を配置しているところを見ると、門|}]の位置

は殆んど変わっていないと言える。その面砿は凡そ3千

平方米である。結局、侍居館が戦国期利用されたという

伝承のないのは、主に中世前期に利用された歴史的実態

を物語るものでないか。

山根館は戦国織豊期との地に君臨した仁賀保氏の居館

である。麓の|院内の町から寒沢川沿いにのびるIll道をの

ぼり、現在の産業循環道路と交わるところからやや南下

して50米ばかり西にはいると、標高200米の郭状平担而

があらわれる。小字名は古館でそこがIll根館の｢I'心であ

る。小字名が当時の実態をよく伝えているので地図に示

したが、舌状の地形を利川し、なだらかな前｢mを大手道

にして麓に大門をおいている。城前は現在の院内の町に

当たるが館に登る道路i.f.i側に住居を配し氏神・氏寺もそ

こにある。小字名堀ノ前が残るところを見ると水濠があ

ったと思うが確認されない。恐らく寒沢川を利用してい

たと思われる。古館の背後は比較的広く利用され、研石

・馬洗道・空百刈がある。馬洗道は読んで字の如くであ

るが、空I'i刈は農民の所有地とは勿論思われない。現在

沼が出来ており、周囲は平坦で草地が少しある。従って

馬の飼料地・牧草地と判断される。二の台・三の台・七

円館もlil道(}いに立地しているところを見ると、弱手の

施設であったと思うが、隠里・隠林については明らかで

ない。何れにせよ主郭の周囲がかなりの範囲と奥行きを

もって利用されていたことがわかる。一般的に山城は主

として主郭、及びその周辺のみに人工が施され、他の

施設は自然地形を利川している場合が多い。また当時人

工を施しても長期の放慨によって、現在気がつかないで

いることもある。従って館を見る場合、郭はその一角に

すぎず周囲にかなりの施設をもごていたと言える。山根

館の中心をなす古館は東西85～90771，南北40mの長方形

郭状平坦、と、その北mに添う1段低いやはり長方形を

した複郭性平坦面から成る。長方形の向きは舌状地形と

ほぼ同じで、主郭の南側は急斜面をなし自然の要害をな

す。そこは小字名では館平である。地教委の調査による

と現在主郭の平坦面から凡そ200個の土台石が出土、そ

れを通じて4棟位の建物跡が確認されている。200個の

石にまじって製米用の石臼一個も確認、その他南側2カ

所、北側3カ所に3.4(1センチ四方の石を直線状に並べた

石だたみも残っている。また東側には枯山水式の庭に利

川したと思われる径3～6m.の大石7個もまとまって残

っている。北側を6～7m下がった所に幅40～50771の平

坦面が主郭とほぼ同じ長さで広がっており、家臣の屋敷

跡の景観をなしている。戦時中運動場に使われたが平坦

miそのものは当時のまま。その北縁に現高1771、幅1～

2mの土塁が認められその外側は幅5～6771の直線状

空堀となる。空堀の外側は再び郭状平坦面となるが、幅

は余りなく帯郭の状態。その下あたりが小字名館ノ下と

なってll｣道となっている。頂上の主郭の広さは矢島の根

城館や、栗山館、或いは内越の平岡城とほぼ同じであり、

その点は共通していると言えよう。換言すると、館主の

居住していた主郭の広さは由利地力のみならず、一村一

館式の地侍の館にもほぼ共通した面があり、館の規模は

そこに庭跡等が認められるか、或いは周囲の自然地形上

にどの程度の施設があったかにかかっているとも言える。

なお主郭に庭跡が認められる所としては元西域・牛形城

等が良い例である。要するにこのことは戦国期の館構築

がその様式をも含め、関東・中部地方から入ってきたと

いう一面を物語っている。

i｣I根館に結びついた町が院内であることは申すまでも

ない。｜司様に栗山館のそれは伊勢居地であり、根城館は
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由利地方の館

史料的に乏しいがかって赤石館の赤石備中は、赤石村に

成長した地侍として仁賀保氏に従属しながらも、実質的

には館に居住し館下の集落を支配していた。こうした勢

力の少ないのが前述のように由利の傾向であるが、赤石

氏のその後の地位は「小国館碑銘井序」によると、上級

家臣となっている。これが北羽における一般的な実態で

あったのであり、要するに知行地宛行によって館主と館

は大幅に変化することになった。

4矢島の館

中世由利に関する古い記録は吾妻鏡に出てくる由利氏

関係のものであるが、場所的なものは不明である。それ

に次ぐ記録が大泉叢誌に見える元徳3年(1331)の板盤

札で、それに羽州由利郡津雲出郷と、二人の武士源正光

・滋野行家が出てくる。この津雲出郷を現矢島地方と比

定したのは吉田東悟の地名辞書であるが､先に見たよう

に由利氏と交替した大弐局一族の小笠原氏が信州土着の

武士であり、しかも矢島地方に信州と関連ある地名、及

び大井等の武士が土着していることを考えると、津雲出

郷をはじめ、源・滋野等の武士が矢島ゆかりのものであ

ることは充分納得することができる。そして矢島地方に

古い伝承が残っているのも、こうした実態と|奥|連してい

るようである。

矢島地方には凡そill数カ所の館跡がある。それらは地

図で示したが、このうち明確に戦国期の地侍大井氏ゆか

りのものは4八森城、10相庭館、11根城館、12新荘館、

13荒倉館、15平根館で、八森城の場合は江戸期の生駒氏

も利用した。8の沓沢館は大井・仁賀保抗争の原因をつ

くった沓沢氏の館といい、彼はこの8から7の地点へ移

ったといわれる。勿論、沓沢氏も大井の勢力内と考えて

よい。次に’の笹1ll館は大井氏没落後、仁賀保氏配下に

入った時点でその重臣が人って言い、そこには仁賀保氏

菩提寺の禅林寺と|典l係のある寺が残っていたという。5

の築館は八森城と接しており、その一部である。なおこ

の近くに西之館．、屋之下の小字名が残っている。6は

佐藤某の館と言うが詳細は不明。これに対し占い伝承を

もつ館は2．3．9．14である。このうち2は川原に立

地し大館・大館下の小字名を残すが、館主や築廃城の時

点は明らかでない。唯室町以前に使用されたという伝承

をもっている。3の築館に関しては根城館に鎮座する八

幡社の縁起に、鎌倉武士畠山重忠の後窟が入ったとある。

戦国織豊期に利用されたという伝えがないから室町以前

のものであろう。子吉川流域に立地し、水、中にある‘点

では鎌倉期には存立していたと言い得る仁賀保の侍居館

と似通っている。その点は9の根井館も同様で、ここは

伝承によると木曽義仲の四天王根井幸親の一族が矢島に

おちのびて定着した所とされている。根井氏は戦国期に

なって現直根地方に土地を分与され、館も同地方に移っ

たとされるが、根井の矢島地方土着は中世前期と考えら

れ、子吉川流域の9地点に館があったのかも知れない。

Hi～20は館と直接つながらないが、古い伝承をもつ寺社

である。17の現水田からは板碑・石製骨壷・石棺が出土

し、もと寺があったという。秋田地方の板碑は殆んどが

南北朝期に属することから、この板碑も南北朝期に迄逆

上らせうるであろう。18は現在、街の西端にある福王寺

のあった所とされ、山寺・上Ill寺・下ill寺の小字名が残

っている。矢島は鳥海逆峯登山路の入口に当たり、矢島

から笹子・直根にかけて18の坊があったとされるが、そ

の本山格が当寺とされている。これに対し準本山格に当

たるのが伏見にある19の元弘寺で、近くに楠木小次郎が

居城、足利方追討の輪旨を所持していたという伝承が残

っている。次に9日町であるが、ここは水田中にのこる

字名で、ここを中心とする平野部は現在元町の字名で呼

ばれるが、字の如く中世にあっては町であったという。

この付近にはこの他、7日町（経塚出土）・新町・下堀

切・上堀切、東部の子吉川北側に馬館・馬館カケ・中屋

敬等の中世小字名が残っている。

以上が矢島地方の館・寺社に関する伝承である。館の

実態が現在かなり崩されているものの、大館・築館等の

字名が残り、また寺院跡と称する地点から板碑・骨壷・

石棺等が出土する限り、加えて烏海山逆峯登山口という

宗教的環境から考慮し、矢島地方が中世前期から開け武

士団の根拠地として発達していたことは間違いないであ

ろう。元徳3年の板盤札は、大旦那源正光・滋野行家が

-'一二神将を津雲出郷で鋳造した内容のものであるが、そ

うした事実から当時の矢島地方における可成り進んだ社

会経済的環境を再現することができる。2の大館や3の

築館は、恐らく南北朝を前後する時点の武家施設であり、

仁賀保待居館と併せ考え、中世前期の武士の本拠は交通

の便等に恵まれた平地に立地したという説を確認するこ

とが可能である。

大井氏ゆかりの館は前記の如く数カ所であるが、1の

根城館が本拠であり、由利諸党との抗争の結果12の新荘

館に移ったとされ、そして賎後小野寺領に逃れる寸前の

とし〕でが13の荒倉館とされる。10の相庭館は平城という

ことになるが、大井一族といわれる相庭小次郎が居館

した所で、現在八幡社が存在している。沓沢館も大井家

臣の館と考えてさしつかえない。
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塩谷順耳

矢島地方の城館、及び関連遺跡

l笹山館2大館

8沓沢館9根井館

15平根館16神明社

21滝沢館（由利氏の居館）

築
相
寺

３
川
Ⅳ

館

庭館

跡

館
館
寺
荘
弘

6針ケ岡館

13荒倉館

20九日町

7上野平館

14牛越館

4八森城

1.1根城館

IK福王寺跡

5築

12新

19元
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